
令和２年度地域自立支援協議会交流会ミニシンポジウム 

 

特定非営利活動法人ピープルファースト東久留米 

 代表  小田島 栄一 

 

自立支援協議会に参加するにあたって、考えていたこと 

・東久留米が障害者の街になるような、障害者の生きるところを作ってほしい。 

・みんなでどこかに行くときに思う。障害者と一般の人が混ざって会えるような場所

がほしいな。 

・普通の人と一緒にやれば何でもできるんじゃないかなと思うところがある。 

関わらせてほしい。 

・障害者の居場所を作ってほしい。過ごしやすい場所 

一人前の人と一緒にやれること・場所があったらいいな。 

・その為にはお金のことも大事だと考えている。 

・施設から出て、地域で生活するようになり、実感したことだからです。 

・昔だったら障害者は邪魔になったと言って、施設にどんどん入れたでしょ、昔の人

は。 

・それはまだ無くなってないんじゃないか、日本は。それは困る。 

 

 

 

できない、続けられないと思ったこと。わかりやすくしてほしいと思ったこと。 

・市役所の人の話がかたくて聞きとりづらい。 

・一般の人が入ってて、難しい話になる。 

（ハローワークや養護学校など、いろんな立場の人が参加してる。） 

・話についていかれなくなる。 

・わからないと意見を聞かれたときに困る。 

・周りの参加者に教えてもらったりして発言したこともある。 

・資料など、わかりやすい版があればいい。 

・時間がなくて難しいんだろうけど、ルビだけだと漢字ばかりでむずかしい。苦手で

す。 

  



プロフィール 

 

0 歳  1944 年 7 月 6 日生まれ 

神田で幼少期を過ごす。 

13 歳 千葉県 八幡学園に入所 

18 歳 八幡学園を出る。農家へ就職(職親制度) 

20 代 三鷹の農家へ住み込みで何年か勤めて、離職 

→練馬の実家に戻る。 

40 代 親と死別 

→ショートステイを経て七生福祉園に入所 

52 歳頃  ピープルファースト運動に関わり始める(日野市・ピープルファースト東京) 

55 歳 七生福祉園を出る。 

→東久留米市で一人暮らし自立生活始める。 

58 歳 日野市のピープルファーストから独立して東久留米へ運動拠点を移す。 

→「ピープルファースト東久留米」設立 

59 歳 三重県名張育成園から東京出身の女性を東久留米へ出す。 

60 歳 ピープルファーストジャパン初代会長に就任 

62 歳 都外施設 青森県つがるの里から５人の入所者を出して東京での生活を支援 

66 歳 内閣府「障がい者制度改革推進会議 総合福祉部会」に構成員として参加 

68 歳 ピープルファーストジャパン代表辞任 

         東久留米市自立支援協議会 委員(平成 24 年度～平成 29 年度) 

 


